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【サトイモ＆サツマイモにチャレンジ！】 

 ３・４年生は、芋煮会に向けて、サツマイモとサトイモを育てました。 

農業科支援員さんに、畝立てやマルチ張りなど教えてもらいながら、自分 

たちでもやってみました。同じ「イモ」を植えるのでも苗と種芋の形や、 

植え方に違いがあることを学びました。葉の形や大きさの違いを観察し、 

比較しながら栽培を行いました。サトイモは水分が大切だとお聞きし、毎 

朝、当番を決めて水やりを続けました。途中、サトイモの葉だけを食べる 

セスジスズメガが発生して苦労しましたが、やがて大きな葉がたくさん茂 

り、無事収穫することができました。 

 収穫祭では、自分たちが育てたサトイモの入った芋汁を全校生に食べてもらい、大満足でした。また、サツ

マイモは茶巾絞りや大学芋、スイートポテトにしていただき、自分達が育てた作物を食べることができたとい

う達成感を味わいました。 

【稲作にチャレンジ！】 

今年も５年生が中心となって稲作に取り組みました。社会科における農業の

学習と関連付けながら、実際に稲作を経験することで、農家の人々がどのよう

な思いや願いをもって稲を育てているのかを学ぶことがねらいです。今年度は、

３～６年生も田植えや稲刈りに参加しました。４月には苗箱に土を入れ、種を

まくことからスタートしました。５月の田植えでは、はじめに代かきされた田

に裸足で入り、条板という道具を使って、稲を植える位置の目印をつけていき

ます。その後、印に沿って田植えを行いました。泥に足を取られながらも、農

作業の楽しさを実感しました。 

１０月の稲刈りでは手刈りに挑戦しました。前かがみの同じ姿勢に「こんなに腰が痛くなるんだ。」と苦労

しつつ、鎌で刈り取りました。だんだん慣れてきて、最後には「もっと刈りたい」という声も聞かれました。 

 子どもたちが大切に育てたお米は、２合ずつ袋詰めにし、メッセージカードを添え、全校生や地域の方々に

配りました。みんなの喜ぶ様子から達成感を感じていました。 

【ネギ＆ニンジンにチャレンジ！】 

 ６年生は、芋煮会の芋汁の具材を提供することを目指して、栽培に 

取り組みました。これまでの農業科の学習経験を生かし、農業科支援 

員の方々にアドバイスをいただきながら進んで活動に取り組みました。 

６年生ともなると自分達の農作物を育てるだけでなく、他学年の畑の 

様子を観察して世話をしたり、藁敷きをしたり除草したりと慣れた手 

つきで作業することができました。その頑張りの成果もあり、芋煮会 

では自分たちの育てたニンジンやネギを入れて味わうことができました。他学年に「おいしい」と褒められた

ことで、農作業の意義を感じることができました。 

【収穫祭・芋煮会でスマイル！】 

 全校生や農業科支援員さんの前で、各学年が今年の収穫報告を行いま 

した。それぞれに苦労したことや頑張ったことを発表しました。自分達 

の育てた野菜が大きく育ったことが嬉しく、大きな野菜を見せる表情も 

誇らし気でした。その後、５・６年生が芋煮会のメイン料理の芋汁を作 

りました。３・４年生が育てたサトイモに６年生が育てたニンジンやネ 

ギをたっぷり入れた芋汁は、全校生を笑顔にしました。「やっぱり心を込 

めて育てた野菜はおいしいな。」「苦手な野菜も食べられた。」との声があ 

がり、みんな大満足でした。 

自分のためだけでなく、みんなのために育てたことで、大変さや苦労よりも収穫の喜び、達成感、満足感を

味わうことができました。 


